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【１】令和８年度の熊野労働基準監督署の体制 

 令和８年４月１日付けの人事異動により、当署（管理職員）の体制は以下のと

おりとなりました。 

 令和８年度も引き続きよろしくお願いします。 

 

   署長         中島 亮  （留任） 

監督・安衛課長    秋山 祥章 （転入） 

労災課長       東 慶高  （転入） 

 

 

 

【２】再度、職場の安全対策の確認、徹底を！  

令和８年（２月末現在）の労働災害発生状況 

死亡者数 ０人（前年同期比増減なし）（令和７年０人 令和６年０人） 

死傷者数 13 人（前年同期比１人増加）（令和７年 12 人 令和６年６人） 

 

 熊野署管内における休業４日以上の死傷災害の発生は、前年と同様のペースで

推移しています。 

傾向としまして「転倒」、「無理な動作・動作の反動」等、行動災害が約 31％を

占めています。 

転倒しにくい環境づくり（段差の解消・見える化、通路や作業場所の床の水等

の拭き取り、整理整頓の徹底等のハード対策）のほか、個々の労働者の転倒や怪

我のしやすさへの対応（転倒等リスクチェックの実施と結果を踏まえた運動プロ

グラムの導入等のソフト対策）も検討をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 事業者による対策を講ずべきリスクです。「労働者の不注意だから」では済まさ

れません。 
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【３】令和８年労働災害発生状況について（令和８年２月末現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


